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１、請願の趣旨 

城陽市の水道の目標の柱に安全安心な地下水の利用が掲げられている事か

ら、井戸の取水能力の低下を防止するためにも、井戸の掘り替え計画を立て、

安心安全な地下水の確保に努めて下さい。 

 

２、請願の理由 

 城陽市は水道事業の方針として地下水を引き続き重用するものと理解し

ています。 

 これらは三つの目標を設定した城陽市水道ビジョンにも明記されていま

す。うち一つには「安全-いつまでも安心して飲める、安全で信頼される

水道」とあります。この項の中に「城陽市の水道水は、その大部分が、地

下深くから汲み上げる地下水を浄水処理した水です。この地下水は、周辺

環境から大きな影響を受けることが少ないため、水質が安定しています。

その水質は、水道水の水質基準をほとんど満足するほどで、とても良質で

す」との記述があります。地下水を利用している、という事は城陽市の水

道の目標の柱になっている、とりわけ安全安心の要であるという認識であ

ると承知します。 

 しかし、市は井戸は劣化して揚水量が減るのでそれを補うために府営水

を増やすと説明しています。井戸が劣化し、揚水量が減っているというの

ならば、安全安心な地下水を確保するために、井戸の更新掘り替えをする

のが筋ではないでしょうか。 

 

 先の議会では「今後の水需要、費用対効果等を考慮して判断する。新た

な投資は市民負担に直結する、広域化の議論を見極める必要があることか

ら、自己水の拡充の判断を下せる状況にはない」と答弁しています。 

 また、水需要が減るのならば、府営水を増やす必要はありません。調整

弁として府営水を使うにしても、結果として府営水への依存が増えるのな

らば本末転倒と考えます。 

 井戸の更新掘り替えで投資というイニシャルコストがかかるがランニン

グコストは格段に安くなる地下水と、莫大なランニングコストがかかり続

ける府営水との費用対効果を比べれば、結果は火を見るより明らかだと思

います。 

 広域化しても城陽市が主体的に広域的にも活用可能な京都水盆の地下水

の有用性について主張できます。 

 

 城陽市水道ビジョンの目標の一つ「持続-いつでも皆様の近くにありつ

づける水道」の中にある井戸の掘り替えは、中間見直以降もまだ重点施策

となっています。 

 



 目標の一つで地下水を安心で安全とし、別の目標の中で井戸の掘り替え

を重点的にすると城陽市は自らまとめています。 

 市はこの立派な水道事業経営方針である城陽市水道ビジョンに基づき、

井戸の掘り替えをする具体的な計画をすすめていただきますよう、よろし

くお願い致します。 


